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谷　栄次・岩本和貴・羽場邦子

1　自ら学ぶ学習主体を目指した国語科学習

(1)課題解決的な学習への取り組み

「感性を育む」に続く本校のテーマは「自立に向かう子ども」の育成である。「発達段階に応じて,

他との関わりの中で,自ら考え,判断していく子」を目指している。

国語科で取り組んでいる課題解決的な学習において,「自立」とはどうとらえられるのか。

もともと,課題解決的な学習に取り組んだのは,子どもたちが優れた認識主体として自立できる

ことを目指したからである。「課題づくり」を意識して読むことができるようになった子どもたちに

とって,学習を「見通す」力をもつことが重要だと考えている。課題を自らの力で分類・整理し,自

らがどうやって解いていくのかについて考えるようになってこそ,「自立」した学習主体といえるの

ではないか。これは同時に,本校国語科が目標としている,「国語科教育は,言語にかかわる知識・

技能を基にして行われる言語活動(理解・表現の活動)を通して,児童・生徒を優れた認識主体に

するために行われる。また,このような学習の過程を通して,国語に関する基礎技能と基本的言語

技能を育成し,言語に対する感覚を磨き,望ましい言語習慣,言語態度を育成する。(下線執筆者)」

1)ことと同義であろう。学習を「見通す」力を身につけることによって,設定した学習課題が,

本当に「解く」価値のあるものかどうかを見抜くことができるようになる。

(2)課題解決的な学習での「自分で決める唱」

今年度,本校の研究のサブテーマは「自分で決める場を大切に」である。国語科では,課題解決

的な学習の過程で自己決定の場を保障し,「見通し」をもって学習に取り組むことができる子どもを

育てたいと考える。

一斉学習において学習を「見通す」ためには,学習者共通の課題や解決の方法を,一人一人が自

分のものにしていかなければならない。子どもたちにとって,めあては「いかに課題を解決するか」

にあるが,実はそれは学習課題をより必然性のある,精選されたものにするための活動である。一

方で,子どもがもつ個々の課題を共通のものにすることで,子どもたちの学習意欲が減退するので

はないかという考え方もある。しかし,共通課題づくりが個々の子どもにとって必然性のある学習

になれば,たとえ友だちが提案したものでも自分の課題として取り組むことができると考える。その

ような共通課題づくりの場にするためには,子どもたちが「～だから・この課題はよい」「～の理由で

これは共通課題にする必要がない」など,課題が「解く」価値のあるものかどうかを話し合い,考

え合う必要がある。課題解決の方法についても,子どもたちがそれぞれの思いを生かして考え合い,

練り上げていく過程そのものを大切にしていきたい。学習を進めていく中で常にふりかえりを行う

ことで,新たな課題を見つけたり,解決方法の見直しをすることができるだろう。

このような学習を積み重ねることにより,共通の課題や解決の方法が自分のものになったとき,

それらを解決していこうとする意欲をもち,主体的に学習に向かうことができる。

そのために,教師は子どもが適切な「見通し」をもつことができるような指導・支援を行う必要

がある。教師の指導・支援は,子どもに「こんなに勉強したんだ」という満足感と「もっと勉強し

たい」という欲求を生じさせるものであるべきだろう。優れた指導・支援とは,いかにも子ども自

身が気づいたという演出が巧みになされているものである。学習ステップでの「ふりかえり」を重

視するなどの取り組みによって,自分が学習した方法を振り返り,そのよさや次の課題に気づくよ
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うな評価ができるようにしたい。

2　予どもの発達段階をふまえた指導。支接

国語の授業における教師の役割とは何か。簡潔に言えば,子ども自身の読みを作る上での指導。

支援であると考えている。支援とは「指導の中に含まれ,子どもが安心して主体的に学習を進めて

いくことができるように,場を設定したり,観点を与えたりする教師の支援活動であり,教師の積

極的な子ども一人一人を生かすための働きかけである。」ととらえている。竹長吉正氏は著書の中で,

「子どもたちは,「読みのぶつかり合いや」や「読みのせり上げ」において,自分の読みを作ってい

く。「ぶつかり合い」や「せりあげ」の場を設定するのは教師であるが,読みを作っていくのは,あ

くまでも,子どもたちである。…(略)…たとえば,子どもたちの力ではこれ以上読みが進まない

場合,教師はその読みを進める糸口を与えてやる必要がある。その糸口とは,「関係づけ」や「意味

発見」における答え(内容)そのものではなく,その答えを子どもが自分の力で獲得するための方

法やヒント(着眼点)のことである。」2)と述べる。とすれば,十分な指導・支援を行うためには,

学年段階に応じた教材研究と一人一人独立した個性をもつ子どもの実態把握がより重要となる。

子どもが課題を整理し,学習の見通しをもつ際の発達段階や教材に応じた指導・支援は,大まか

に次のように考えられる。

低学年では単元全体の見通しももちにくい。子どもの感想やつぶやきなどの反応から,興味。関

心の向いている点を分析し,教材の特質と合わせた課題を教師が提示することが多いであろう。教

師の指導目標とは別の,子どもが活動する上でわかりやすく具体的なめあてを設定する,めあてを

二重構造にした学習過程などの工夫も考えられる。中学年になると,自分なりの学習に対するこだ

わりが強くなる。その意欲を大切にしたい。子どもが自分の力で見通しをもって学習に取り組んで

成果をあげているんだという充実感を味わうことができるように,さまざまな視点や選択の機会を

適切に与えることが必要である。高学年は,質の高い学習課題を設定して,明確な見通しのもとで,

学習を主体的に進めることができるようになる時期である。教師は,子どもの意見をまとめ,大まか

な方向づけをしていくよう心がけたい。

← 子 ども主 体 の学 習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教 師 の指 導 e 支援 →

低 学 年　 託菜ここ

中学 年

高学 年

、チ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
の楽 しさをノ也、じる。

堅寮 好 決 的 な学習 に向か う。

:こ;こ:ニ:ニ:ニ:ニ:こ肇::デ:::`
寮 軽

1)「国語教育学の基礎」(森田信義。山元降着ほか/漢水社)

2)「読者論による国語教材研究/小学校編」(竹長吉正/明治図書)

ー24-



理解領域(文学的文章)

学習のステップ めざす子 どもと具体的な学習活動 支　　 援　　 活　　 動

(》出会 う

(診見通す

1 ) 題名読 みをす ることがで きる。

○イメー ジを豊か にもつ ことができる。

○予想す ることがで きる。

2 ) 感想, 意見, 疑問 を もつ ことがで きる。

絵 ・写真 ・資料 な どの具体物 を提示す る。

気づきの観点 を指示す る。

○本文 を通読す ることがで きる。 範読す る。

○感想, 意見, 疑問を もち表現す ることがで き 表現の方法を ともに考 える。

る。 感想 ・意見 ・疑問 をつかむ。

1 ) 感想, 意見, 疑問 を分類 ・整理することが 分類 ・整理方法の観 点を指示す る。

・課題 を作る

・解決の方法

で きる。

○分類 の観点 をもつ ことがで きる。
(登場人物別 ・場面別 ・行動パ ター ン別な ど)

○分類 の観点 に沿って整理することができる。

感想 ・意見 ・疑問 をプ リン トにする。

整理の仕方を助言す る。

2 ) 学習課題 をもつ ことができる。 共通の課題 であることを確認す る。

3 ) 課題 を解決す るための見通 しをもつことが 発間計画 と, 子 どもの発言を比べ, 補 う。

適切な方法や活動 を選択で きるよう, 方

を考 える

③解 く

(りま とめる

で きる。

○課題解決のための学習方法や活動 を考 えるこ

とができる。 向づ ける。

〇日分 の考 えをもつ ことがで きる。

○考 えを出 し合 い, 比 べ合 うことができる。

○単元全体の学習計画 を立 てることがで きる。

1 ) 課題 を解決 することがで きる。

○登場人物の性格 を とらえ, 場面 の情景 を想像

子 どもの発言 を聞 きまとめ る。

板書 を工夫す る。

する ことがで きる。 発表 を補 う。

・登場人物の行為 とその意味 をとらえることが 問い返 す。

で きる。 認め る。

・登場人物の心情 に迫 ることがで きる。

○登場人物の生 き方や考 え方か ら自分な りの思

考 えを話す。

助言する。

子 どもの考 えをまとめる。

いを もつ ことがで きる。 学習の仕方 について形成的評価 を行 う。

○作品の主題 について考 えることがで きる。

1 )課題 のつ くり方, 解決の仕方 を振 り返 って,

子 どもに も自己評価で きるよう言葉かけ

を行 う。

評価 の基準 ・観点 を示す。

ふ りか える

(参つ くる

よい ところや問題点 に気づ くことがで きる。

○観点 にそって自己評価で きる。

○次の学習について意欲や課題 を もつ ことがで

きる。

1 ) 課題解決の結果 を もとに表現す ることがで

学習 の仕方について評価 する。

子 どもが楽 しみなが ら活動で きる場 を設

きる。 定する。

○表現読 みをす ることがで きる。

○身体 や言葉 を使 った表現 をす る ことがで き

る。

(手紙, 劇化, 紙芝居, 感想文, 絵, 続 き話,

新聞作 りなど)

○互いの表現の違 いについて考 え合 うことがで

きる。

それぞれの表現 を認め, 評価す る。
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理解領域(説明的文章)

学習のステップ めざす子 どもと具体的な学習活動 支　　 援　　 活　　 動

(彰出会 う

②見通す

③解 く

④確かめる

i

上　着名読み 絵 ・写真 ・資料などの具体物を提示する。

○イメージを豊かにもつことができる。 難解語句の説明。

・内容を予想する (例や話題など)

・読みの構えを作る
2 . 感想, 意見, 疑問をもつことができる。

○本文を通読することができる。

○筆者の意図を感じとることができる。

○感想, 意見, 疑問を本文に書き込むことができる。

これまでの学習の想起を促す。

感想を書くための観点を与える。

書き込みの方法をともに考える。

・自分の予想との差から, 述べ方の工夫に気づき, 疑問をもつ。

・一人一人が学習課題をもつことができる。

上 一人一人の学習課題を分勢,整理することができる。

感想を聞く (机間指導)。

分類 。整理方法の観点を提示する。

○分類の観点をもつことができる。 感想, 意見, 疑問をプリントにする。

e 自分の疑問と他人の疑問を比較・検討し, 共通点や差違に気づく。既習事項を生かすように促す。

e分類の観点をもつことができる。

ことがら・内容　　 表現　　 論理

○学習課題を整理することができる。

課題の質や量によって,学習集団の形態を変える。

自分の考えを効果的に説明できるように指導

・学習課題を分類の観点に従って,整理することができる。

・学習課題を意識して本文を読み返すことができる。

・個人や小グループでは解決できる課轟は解決する。
2 . 共通の学習課題をもつことができる。

弓国人やグループで解決できなかった課題。

3 . 学習課題を解決するための見通しをもつことができる。

する (ノートなど)。

発間計画と子どもの発言を比べ, 補う。

○学習課題を解決する方法を考えることができる。 お互いの意見を否定し合うのではなく, 違い

○学習課麿は妥当なものかどうかをふりかえること について話し合うように配慮する。

ができる。→ 「1 . 分顆, 整理」にもどる。 意見の違いが効果的に表れるような板書を工

○考えを出し合い, 比べ合うことができる。 夫する。

上 設定した方法で学習課題を解決することができる。 話し合いの論点や結果がよくわかるような板

○学習課題を見直して, よりよいものにしようとする姿勢をもつこ 書やワークシートを工夫する。

とができる。→ 「②」の「上 分類, 整理」にもどる。

○設定した方法を見直して, よりよいものにしようとする姿勢をも

つことができる。→ 「②」の「3 . 見通し」にもどる。

()学習課題を解決する過程で, 筆者の工夫に気づき,

その効果を考えることができる。

・文章構成 (筋道 ・段落) に着目する。

・文章表現に着目する。

・話題 ・事例に着目する。

・重要語句を発見する。
○他人の意見を参考にして, 自分の意見を磨くことができる。

1 . 筆者の工夫を確認・検討し, 評価することができる

2 . 残された学習課題を検討することができる。

○文章の課題を発見することができる。

○課竜のつくり瓦解決の仕方を振り返って評価することができる。

・観点に沿って自己評価できる
3 . 批評活動を行う。

○文章の, 足りないと考えられるところは補い, 自分
ならこう書くと考えるところは書き直してみる。

○事例を置き換えてみる。

○書き直した文章を, 学習内容に照らして点検することができる。

不十分な話し合いや結論に対して問い返す。

課題解決の結果をわかりやすく整理する。

評価の基準 ・観点を与える。
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表現領域(作文)

学習のステップ めざす子 どもと具体的 な学習活動 支　　 援　　 活　　 動

(D 出会 う

②見通す

③ つ くる

④ふ りか える

○身の回 りの事柄 に関心 を持 つこ とができる。 参考作品 を提示す る。

・身 の回 りの事象 を感 じ取 り, 伝 えたい と思 う。 子 どもたちへの視点 を決 めて, 参考作品

・興味や関心に照らし合わせて事象 を見つめる。

○書 きたい ことの範囲や方向性 を定める ことが

で きる。

○書 こうとす る事柄 について, 感想, 意見, 疑

問等 を持 つ ことができる。

・追求 の意欲 を持 つ (気 づ く→感 じる→考 え
る)。

・自分 な りの考 え (めあて) を持 つ。

○材料 を集める ことができる。

・書 こうとする事柄 について, 想像す る。

・考 えの根拠 を求め る。
○材料 を選ぶ ことがで きる。

・書 きたい こと→書 けそ うな こと→書 けること

・事柄の密度, 質 , 面 白さ等に照 らし合わせて
考 える。

○作文 メモ を書 くことが できる。

○書 くことの中心 をつかむことができる。

・大事 なこと (価値) に気づ く。

・事柄 の軽重 を比較 しながら考 える。
○大 まか な構想 を抱 くことがで きる。 ・

・論 旨を認識 する。

1 ) 構想 を立 て ることができる。

を選 ぶ。

気づ きの観点 を提示す る。

取材のための資料や場 を提供 する。

材料選 びの視点 を与 える。

メモの様式 を提示 する。

机間指導 を行 う。

○構想 メモ を作 る。 書 くことが苦手 な子 どものために参考 と

・話 の展開のイメージ化 と順序の整理 をす る。

・場面分 け→順序→展開→補足

・序論, 本論, 結論　　　 起 ・承 ・転 ・結

2 ) 構想 に照 らして書 くことがで きる。

なる資料 を用意す る。

机 間指導 を行 う。

○構想 メモに沿 って記述で きる。 形成的 に評価 しなが ら, 子 どもが意欲的

○書 きなが ら構想 メモ を振 り返 り, 練 り直 しを

した所 はメモに書 き込みを行 う。

○構想 メモに沿 って下書 きをす る。

1 ) 推敲 することがで きる。

○記述 の誤 りを正 す ことができる。

(誤字, 脱字, 用法の誤 り, 表記の誤 り等)

に記述で きるように配慮 する。

推敲 の方法 を指導す る。

推敲 の観点 を示す。

○書 きたい ことが書 けてい るか, 文章 を吟味す

ることがで きる。

○推敲 に従 って清書す ることがで きる。

・文字の丁寧 さを意識す る。
2 ) 作文 を読 み, 自己評価す ることがで きる。

机 間指導 を行 う。

子 どもたちの作文を紹介す る。

・作文 を読 み, 自分が表現 しようとした事柄 を

感 じ取 る。

・推敲 して直 した ことで良 くなった点 をふ りか
える。

全体で評価す る。個別 に評価 す る。
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言語事項(書写)

匝 習のステップ
め ざす子 どもと異体的 な学習活動

!　 支　 援　 活　 動

① 出会 う

② つかむ

③ 見通す

④ 書 く

(9 確 かめ る

⑥片づ ける

上　 本時の教材を知 り, 試書することができる。 必要に応じて, 難しい点画などの書き方を説

○既習事項を生かして書 くことができる。 明する。

○教材の特徴に気づくことができる。 前時までの学習の想起を促す。

2 . 試書を観察して, 課題に気づくことができる。

○手本や板書,他人の試書を参考にして, 自分なりの
課題を発見することができる。

○発見 した課題を試書に書 き込むことができる。

上 一・人一人の学習課題を分類し, 系統化することができる。

○分類の観点をもつことができる。

適切な学習形態を指示する。

壽

分類の観点を提示する。

・自分の疑問と他人の疑問を比較 ・検討し, 共通点

や差異に気づ く。

・文字の組み立て・基本的点画・配置・運筆 。姿勢・
道具の使い方などを観点にもつ。

○学習課題を整理することができる。

・学習課題を分類の観点に従って, 整理することができる。
2 . 共通の学習課題をもつことができる。

既習事項を生かすように促す。

整理方法の観点を提示する。

教材の特質から, 共通 となる課濱は予想して

○整理した学習課濱を基に, 共通の学習課題をもつ

ことができる。

・本時の教材に取り組む上で, 最も着目すべき点に気付
き, 共通の学習課題として取り上げることができる。

上 学習課題に取 り組む上で, どのような練習をすれ

おく。

経験した練習方法の想起 を促す。

ばよいかの見通 しをもつことができる。 発間計画と子どもの発言を比べ, 補 う。

○学習課題に添った練習方法を考える。 お互いの意見を否定し合うのではなく, 共通

○学習課題を意識して教材を分析することができる。 の課題 となる部分はないか, 話 し合うよう配

○学習課題が妥当なものかどうかをふりかえること 慮する。

ができる。→ 「②つかむ」 意見が集約できる,効果的な板書を工夫する。

○考えを出し合い, 比べ合 うことができる。

工　 学習課題を意識して練習することができる。

学習課葛を意識 しやすいワークシー トや板書

を工夫する。

机間指導によって,筆遣いをアドバイスする。

0 自己批正を適 して, 学習課題への意識を高めるこ 新たな学習課題が出てきたら,「②つかむ」「③

とができる。 見通す」に戻 り,効率よく練習の観点を捏示す

○学習課魔が妥当なものかどうか, ふ りかえること る。
ができる。→ 「②つかむ」 不十分な話し合いや結論に対 して問い返す。

○設定した練習方法を見直して, よりよいものにしようと 学習課題を確認し, 自分の力で清書を選ぶよ

する姿勢をもつことができる。→ 「③見通す」

○相互批正や話 し合いにより, 他人のよいところを
自分の練習や考えの参考にすることができる。

2 . 練習の成果が表れた作品を清書として選ぶこと

とができる。

○学習課題を意識して, 自分で選ぶことができる。

3 . 清書に配置や大きさを考えて, 名前を書にとができる。

上　 学習をふりかえって自己評価を行うことができる。

うに徹底する。

課題解決の結果をわか りやす く整理する。
○学習課題の設定 と練習方法, 清書の3 点について

ふ りかえり, 成果と課題をまとめることができる。

・他人の発表を評価し, 次時の学習活動に生かすことができる。

・評価カードを記入し, 自分のふりかえりを整理することができる。

1 . 清書提出と片づけが手際よくできる。

評価の基準や観点を確認する。
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